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○は会議での意見・対応 

→は会議後の対応 

 
委

員 

主な意見 対応 

【第４次計画素案について 資料１、資料２】 

総

務

課 

 

P３９施策２５「政策・方針決定の

場への女性の参画促進」について

取組内容を見ても総務課では該当

する事業がないため担当課から削

除してください。 

 

〇議会での女性が参加しやすい環境整等

ハード面であげさせていただいていた、と

りあえず削除する方向で考えます。 

→総務課を担当課から削除し、取組内容の

環境づくりという文言も削除します。 

 

ま

ち

づ

く

り

協

働

課 

ｐ３７ 追加の施策について「男

女共同参画センター機能の充実」

とあるが取組内容を見たら従来事

務が書かれているだけ。機能の充

実とするなら表現を再度検討され

た方がよいのではないか。 

 

〇当初はこの項目を入れていなかったが、

総合計画との整合性から追加することと

なった。機能の充実にあう取組内容にでき

るよう検討します。 

→ｐ３７について、施策「草津市立男女共

同参画センター機能の充実」を「草津市立

男女共同参画センターの運用」に修正し、

取組内容について 

「〇男女共同参画の推進拠点としての機

能（相談・啓発・情報発信・団体連連携等）

の充実に努めます。〇各種団体の男女共同

参画に関する取組支援や交流促進を行う

とともに、協働による事業展開に努めま

す。」を、 

「〇男女共同参画の推進拠点としての機

能（相談・啓発・情報発信・団体連連携等）

の充実に努めます。 

〇男女共同参画の推進拠点として、各種団

体の男女共同参画に関する取組支援や交

流促進を行うとともに、協働による事業展

開に努めます。」に修正します。 

 

第２回草津市男女共同参画推進幹事会（9/7 実施）における 

主な意見と対応について 

資料６ 
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委

員 

主な意見 対応 

子 

ど 

も 

家 

庭 

課 

ｐ１０「肯定感が低いのに対し、

女性は２０代から４０代の肯定感

が５０代よりも高くなっている。」

という表現だが、肯定感は高い方

がよいと思われがちなことから誤

解が生じないよう、肯定感という

表現を変えた方が伝わりやすいの

ではないか。 

 

〇伝わりやすいように表現を検討します。 

→下記のとおり変更します。 

「男は仕事、女は家庭」という固定的な性

別役割分担意識に肯定的なのある人は

36.8％となっており、平成 26（2014）年

度調査（42％）より少なくなっており、市

民意識の変化がみられます。 

男性は年齢が下がるにつれて肯定感固定

的な性別役割分担意識が低くなっている

のに対し、女性は 20代から 40代の肯定感

固定的な性別役割分担意識が 50 代よりも

高くなっています。 

 

子 

ど 

も 

・ 

若 

者 

政 

策 

課 

 

ｐ４１数値目標の設定年度につい

て各課照会時点では、R７年度であ

った。今回幹事会では R１２年度

に修正されている。照会時の回答

は R７年度を念頭に課題や今後の

対応等の確認を行っているため、R

１２年度に修正するのであれば再

度照会をかけてほしい。 

 

〇１０年の期間とした計画であるためR１

２年度に目標設定を事務局判断で修正し

たが、再度この設定は検討する。検討の結

果 R１２年度に設定し直す場合には、各課

照会を再度かけます。 

→計画期間が１０年のため数値目標の最

終年度をＲ１２年度にした資料を幹事会

で提示しておりましたが、国・県の男女共

同参画推進計画においては目標設定を５

年後に設定されていることから、市の計画

においても５年後の設定とします。 

（各課照会した年度から変更ございませ

んので、再度各課照会は行いません。） 

子 

ど 

も 

・ 

若 

者 

政 

策 

課 

労働力は何のために数値目標に設

定しているのか。子ども・若者政

策課における計画では就業率も出

している。 

     

〇国・県の数値目標を参考にし、第３次計

画から女性の労働力率Ⅿ字カーブの底上

げを目標としているため、この項目を設定

しているが、就業率については検討し、整

合性を取りたいと思います。 

→再度、国・県を再確認したところ就業率

で数値目標が設定されていたため、数値目
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委

員 

主な意見 対応 

 標を「就業率」に変更します。これに伴い、

ｐ６のデータも就業率に差し替えします。 

 

企

画

調

整

課 

計画全体の中で、昨今の社会情勢

を受けて、テレワークやリモート

等働き方について、ｐ３３で働き

方改革について書かれているが働

き方を変えて働く機会が増えてく

るという視点も書かれていてもい

いのかと思う。 

     

 

事務局）ｐ３３の施策８取組内容で多様な

働き方について触れているが、ご指摘の内

容がこの部分に入れられるか検討してみ

ます。 

→ｐ３３の施策８の取組内容について下記

のとおり変更します。 

「〇ワーク・ライフ・バランスや多様で柔

軟な働き方について啓発するとともに、事

業者の取組を推進します。 

〇男性の育児休業等の取得推進について

啓発します。」を 

「〇働き方改革、ワーク・ライフ・バラン

スや多様で柔軟な働き方について啓発す

るとともに、事業者の取組を推進します。 

〇テレワークの活用等多様で柔軟な働き

方に向けた取組を推進します。 

〇男性の育児休業等の取得推進について

啓発します。」に変更します。 

企

画

調

整

課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほどのⅯ字カーブという話もあ

るが、今回国の方針でＬ字カーブ

という課題も上がってきている。

（Ｌ字カーブとは・・・女性の年

齢階級別正規雇用労働者比率、昨

今Ⅿ字カーブが解消されても正規

雇用率は低いままでＭ字カーブの

解消だけでは課題解決にならず、

正規職員率が注目されている。） 

今回の計画でもＬ字カーブの件が

書かれていてもいいのではないか

と思う。 

〇指摘いただいたＬ字カーブの件につい

ては、内容を確認し入れられるか検討して

みます。 

→Ｌ字カーブについては、ｐ６のＭ字カー

ブのデータ部分に参考として入れていき

ます。 
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委

員 

主な意見 対応 

職

員

課 

ｐ３２施策７の取組内容について

セクシャルハラスメントという表

記をハラスメントに修正いただい

たが、全体と通してセクハラをハ

ラスメントに修正してはどうか。 

 

〇ハラスメントには、マタハラ、パワハラ

等色々なハラスメントを総称している。そ

のため全てを変更するのは施策に合わな

い場合もあるが、一度検討してみます。 

→全体を通して見直しを行いました。条例

の引用、法律の名称については変更いたし

ません。また、ｐ３６にも「セクハラ等」

という表記がありますが、ここでは「性と

健康の尊重」についての内容のため、こち

らも修正は行いません。 

 

介

護

保

険

課 

数値目標についてアンケート調査

結果が多く毎年数値として現れる

ものが少ない。この状況で、今後

の事業展開をどう検証していくつ

もりなのか。事業の進捗目安とす

るならば毎年検証できる数値目標

を入れてはどうか。 

    

〇事務局でも数値で現れる目標を検討し

てきたが、男女共同参画というハードでは

ない意識の視点からなかなか数値となる

指標を定めるのに苦慮した。指摘いただい

た内容をくみ取り数値の指標については

もう少し検討してみたい。 

→設定した４つの目標ごとに、毎年数値と

して分かる指標を１つは設けられるよう

再度検討します。 

 

 


